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海
岸
保
安
林
整
備
へ
の
基
金
の
活
用
と

 

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
お
や
つ
代

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

海
岸
保
安
林
整
備
を
担
う
地
域
活

動
団
体
は
、
資
金
不
足
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
森
林
整
備
な
ど
を
目
的

と
す
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
基
に
平
成

31
年
度
に
創
設
さ
れ
る
基
金
を
、
海
岸

保
安
林
整
備
に
使
え
る
よ
う
市
が
責
任

を
持
っ
て
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
基
金
の
有

効
的
な
活
用
を
地
域
活
動
団
体
の
ニ
ー

ズ
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
中
で
、
地

域
活
動
団
体
が
活
動
し
や
す
い
制
度
を

設
計
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

 　
　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
お
や
つ
代
な

ど
は
子
ど
も
が
持
参
し
て
い
る
が
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

指
定
管
理
者
に
可
能
な
限
り
口
座
振
替

に
す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い

る
と
言
う
が
、
市
が
利
用
料
と
併
せ
口

座
振
替
で
一
括
徴
収
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

各
ク
ラ
ブ
で
状
況
が
異
な
り
、
金

額
が
一
律
で
は
な
い
な
ど
課
題
が
多
く

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
良
い
か

指
定
管
理
者
と
も
意
見
交
換
し
て
い
く
。

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
と

 

子
育
て
支
援
の
姿
勢

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
、
毎
年
要
件
や
上
限
額
を
変
え
ず

に
地
域
経
済
活
性
化
策
と
し
て
腰
を
据

え
て
取
り
組
み
、
予
算
の
増
額
、
要
件

緩
和
・
拡
充
な
ど
、
市
民
や
業
者
が
喜

べ
る
施
策
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
事
業
実
績
な
ど
に
よ

り
見
直
し
て
き
た
が
、
今
後
も
財
政
状

況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

平
成
30
年
度
は
８
月
に
市
立
幼
稚

園
再
編
実
施
計
画
、
10
月
に
市
立
保
育

園
配
置
計
画
と
、
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ

た
。
幼
稚
園
は
五
つ
の
閉
園
を
計
画
し
、

保
育
園
は
統
廃
合
・
民
営
化
を
基
本
と

し
て
お
り
、
子
育
て
安
心
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
市
民
に
伝
わ
ら
な
い
。
子
育
て
支

援
の
公
の
責
任
を
ど
う
果
た
す
の
か
。

　
　

子
育
て
環
境
の
向
上
な
ど
を
目
的

と
す
る
こ
れ
ら
の
計
画
を
着
実
に
進
め
、

市
全
体
の
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
に

資
す
る
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
公
の

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

拠
点
都
市
・
新
潟
の
解
釈
と

　
（
仮
称
）江
南
駅
の
調
査
と
成
果

串
田　

修
平

（
新
潟
市
政
ク
ラ
ブ
）

 　
　

全
国
と
つ
な
が
る
、
世
界
と
つ
な

が
る
拠
点
都
市
・
新
潟
を
つ
く
る
と
言

う
が
、
一
口
に
拠
点
化
と
い
っ
て
も
鉄

道
、
道
路
な
ど
の
陸
上
交
通
網
の
整
備

や
空
港
、
港
の
整
備
な
ど
に
よ
る
拠
点

化
、
産
業
、
防
災
、
農
業
、
福
祉
、
教

育
の
拠
点
化
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
市

長
の
拠
点
都
市
の
解
釈
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

新
潟
駅
周
辺
整
備
な
ど
に
よ
る
拠

点
性
の
向
上
や
交
流
人
口
拡
大
、
経
済

活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、

全
国
や
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、

活
力
あ
る
新
潟
市
を
築
い
て
い
く
。

 　
　

（
仮
称
）
江
南
駅
の
建
設
は
、
旧

横
越
町
の
合
併
建
設
計
画
か
ら
、
江
南

区
ビ
ジ
ョ
ン
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
新
駅
調
査
費
が
計
上
さ

れ
、
利
用
予
測
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

周
辺
の
既
成
市
街
地
や
開
発
計
画

を
踏
ま
え
た
新
駅
設
置
に
よ
る
新
た
な

需
要
予
測
の
調
査
を
行
い
、
平
成
30
年

度
内
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

●
大
都
市
行
財
政
制
度
調
査
特
別
委
員

会
　

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、
財

政
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
原
因
究
明

と
適
正
な
対
策
を
市
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
早
急
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
合

併
で
膨
れ
た
資
産
の
有
効
利
用
や
制
度

の
見
直
し
な
ど
が
重
要
と
考
え
る
。
利

用
度
の
低
い
施
設
の
見
直
し
や
用
地
売

却
に
よ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の
削

減
や
売
却
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
に
加

え
、
民
間
に
よ
る
土
地
の
有
効
利
用
で
、

地
域
活
性
化
を
促
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

区
の
在
り
方
、
総
合
区
の
導
入
の
検

討
に
つ
い
て
、
本
市
は
広
域
合
併
前
か

ら「
分
権
型
政
令
市
」「
大
き
な
区
役
所
、

小
さ
な
市
役
所
」を
掲
げ
、
区
役
所
が

果
た
す
地
域
活
性
化
の
役
割
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
議
会
や
各
区
自
治
協
議
会

で
も
、
メ
リ
ッ
ト
の
有
無
や
、
住
民
意

見
の
聴
取
方
法
な
ど
を
研
究
、
検
討
し
、

慎
重
に
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

総
合
区
の
検
討
は
、
特
に
ま
ち
づ
く
り

や
拠
点
性
強
化
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
農
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

　

全
国
各
地
で
農
業
の
持
続
可
能
性
が

議
論
に
な
っ
て
い
る
。
就
農
者
を
ど
う

増
や
す
か
、
育
て
る
か
は
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
後
継
者
対
策
と
し
て
、
家
族

農
業
に
お
け
る
親
元
就
農
に
も
っ
と
光

を
当
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

政
府
は
平
成
30
年
産
か
ら
米
の
生
産

調
整
を
廃
止
し
た
。
本
市
の
農
業
の
土

台
で
あ
る
米
を
し
っ
か
り
支
え
る
基
本

姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
土
台
を
し
っ
か

り
構
築
し
て
こ
そ
上
屋
で
あ
る
園
芸
作

物
が
安
定
す
る
。

　

本
市
の
現
状
を
見
る
と
、
中
小
規
模

の
農
家
が
多
く
、
農
業
経
営
の
み
で
生

計
を
担
え
る
農
家
は
少
な
い
。
就
農
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
へ
の
取
り
組

み
改
善
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。
本
市

に
お
い
て
農
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
農
者
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
。
中
小
営
農
者
に
対

し
て
、
よ
り
具
体
的
な
支
援
や
対
策
が

重
要
で
あ
り
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の

つ
な
が
り
を
強
め
る
必
要
も
あ
る
。

●
少
子
化
調
査
特
別
委
員
会

　

出
会
い
、
結
婚
に
つ
い
て
、
社
会
全

体
で
も
親
身
に
取
り
組
む
姿
勢
が
薄
れ

て
お
り
、
公
的
な
支
援
を
通
じ
て
結
婚

へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
意
識
を
変
革
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

妊
娠
期
か
ら
産
後
ま
で
の
寄
り
添
い

ケ
ア
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
策
は

さ
ら
に
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
充
実
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
取
り
組
み
が
大

事
だ
が
「
子
ど
も
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

崇
高
な
理
念
を
持
ち
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

若
者
が
地
方
に
定
着
す
る
に
は
、
魅

力
的
な
産
業
や
事
業
所
を
地
方
に
分
散

さ
せ
る
政
策
が
必
要
で
あ
る
。
地
方
の

中
小
企
業
の
多
忙
化
解
消
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
さ
ら
な
る
取
り

組
み
強
化
も
必
要
で
あ
る
。

●
観
光
交
流
促
進
調
査
特
別
委
員
会

　

西
蒲
区
の
わ
ら
ア
ー
ト
は
地
域
と
武

蔵
野
美
術
大
学
の
共
同
の
取
り
組
み
で
、

事
業
費
が
少
な
く
て
も
市
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
来
場
し
、
本
市
の
大
き

な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

他
の
区
で
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

本
市
は
豊
か
な
海
産
物
や
四
季
折
々

の
農
産
物
に
恵
ま
れ
、
自
慢
の
郷
土
料

理
や
酒
が
あ
る
た
め
、
本
市
で
し
か
味

わ
え
な
い
名
物
料
理
の
Ｐ
Ｒ
や
売
り
込

み
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
。
ま
た
新
潟

漆
器
、
白
根
仏
壇
、
亀
田
縞じ

ま

、
小
須
戸

縞じ
ま

な
ど
の
常
設
展
示
、
販
売
、
実
演
や

体
験
を
集
約
し
た
仕
組
み
が
な
い
た
め
、

関
係
団
体
と
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

観
光
行
政
に
お
い
て
は
、
ト
ー
タ
ル

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
で
き
る
情
熱
の
あ
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。

　

各
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が
３
月

22
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
報
告
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

各
特
別
委
員
会
中
間
報
告
の
要
旨

▼
採
択

　

●
請
願
第
15
号

　
　

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
児
童
館
が
併

設
さ
れ
て
い
る
施
設
の
設
置
に
つ
い

て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
２
０
８
号

　
　

  

市
営
住
宅
に
お
け
る
入
居
者
管
理
に

つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
２
２
０
号

　
　

  

子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い
た
教
育
を
、

30
人
以
下
学
級
実
現
、
教
職
員
定
数

増
、
教
育
予
算
増
額
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
第
１
項
か
ら
第
４
項
）

▼
不
採
択

　

●
陳
情
第
１
３
２
号

　
　

  

秋
葉
区
矢
代
田
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
１
５
７
号

　
　

  

新
潟
駅
南
口
広
場
に
お
い
て
条
例
で

禁
止
行
為
と
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
１
８
８
号

　
　

  

韓
国
蔚
山
市
に
お
け
る
慰
安
婦
像
設

置
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
１
９
７
号

　
　

  

新
潟
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
料

の
軽
減
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
第
１
項
か
ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
２
１
０
号

　
　

  

市
民
の
無
料
法
律
相
談
に
お
け
る
弁

護
士
と
の
委
託
契
約
の
遵
守
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
１
１
号

　
　

  

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
１
２
号

　
　

  

長
時
間
労
働
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
な

い
人
間
ら
し
い
働
き
方
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
１
３
号

　
　

  

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
に
伴

う
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
地
位
・
待

遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
１
４
号

　
　

  

未
納
道
路
占
用
料
等
、
市
の
債
権
管

理
の
適
正
な
処
理
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
陳
情
第
２
１
５
号

　
　

  

公
報
等
を
文
書
で
市
政
情
報
室
に
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
か

ら
第
３
項
）

　

●
陳
情
第
２
１
７
号

　
　

  

秋
葉
区
矢
代
田
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
陳
情
の
処
理
に
つ
い

て

　

●
陳
情
第
２
１
８
号

　
　

  

市
民
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
け
る
市

民
病
院
側
の
不
誠
実
な
答
弁
の
改
善

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
１
９
号

　
　

  

秋
葉
区
山
の
手
地
区
住
民
バ
ス
の
社

会
実
験
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

●
陳
情
第
２
２
１
号

　
　

  

農
業
用
施
設
の
管
理
に
係
る
旧
木
崎

郷
土
地
改
良
区（
横
土
居
地
域
）、
頓

所
富
士
弥
理
事
及
び
青
柳
廣
吉
理
事

長
に
よ
る「
覚
書
」に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
２
２
号

　
　

  

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
中
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

●
陳
情
第
２
２
３
号

　
　

  

新
潟
市
の
１
兆
30
億
円
の
莫
大
な
借

金
を
減
ら
し
財
政
の
健
全
化
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第

２
項
）

　

●
陳
情
第
２
２
４
号

　
　

  

高
過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
第

１
項
お
よ
び
第
２
項
）

請
願・陳
情
の
審
査
結
果

にいがた市議会だより5 平成31年（2019年）４月21日


